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研究成果の概要 

 

アミロイド形成はアルツハイマー病、プリオン病や筋萎縮性側索硬化症 (ALS) など、様々な疾患で見られま

す。アミロイド形成では、最初期の核生成が起こりにくい現象であるが、一旦核が生成すると不可逆的にアミロ

イドが成長します。そのため、アミロイド核生成メカニズムの解明が疾患発症/抑制の理解につながると考えら

れています。本研究では、アミロイド前駆タンパク質によって構成された膜の内オルガネラ（MO）からのアミロ

イド核生成の定量的解析を目的としています。 

 本年度は Sup35(酵母プリオンタンパク質)のMOからのアミロイド核生成の画像解析法を確立し、MOの有無

によるアミロイド核生成速度の変化を定量的に比較することができました。その結果、従来の予測に反し、MO

形成によりアミロイド核形成が抑制される場合があることが示唆されました。 

 また、マイクロ流体デバイスを用いた MO サイズ制御についても検討しました。その結果、マイクロ流体デバ

イスを適切に前処理することで、デバイス中の 10 pL の体積のウェルの中で、ＭＯからアミロイド形成が形成

する様子を確認できました。 
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